
市販難燃材料の防火性能試験結果について
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　昭和34年に建築基準法が改正されて、特に内装材料

が重視されることになり、公共建築物の主要部分の内

装には防火材料を使用しなければならない規定になっ

た。以来、今日数多くの防火材料が市販又は試作され

ているが、今回その内木質材料を基材とした難燃材料

即ち難燃合板、難燃繊維板11社21種の提供を受けて、

JIS－A－1321に規定する加熱試験により、その防火性

能を試験した。

   1．供試材料

　提供を受けた3Ocmx3Ocmの試験体はすベて同一

室内に枠木積みにして2ケ月間放置し、夫々の材料が

一応一定の気乾状態に達したことを確かめた上供試し

た。

　 2．実験方法

　加熱試験は JISA－1321によって試験した。特に試

験中に時間的な差をなくすため、5～10枚毎に気乾の

5 mm厚無処理杉板を加熱しこれが 5分35～40秒、

400±10℃で着炎する状態を確認し試験を進めた。試験

体は常温から規定の 3級加熱（6分30秒）を行って、

その間に起る現象を炭化、フラッシュ、着炎、残炎、残じ

んについて観察し、これら現象の起る時間及び持続し

た時間とその時の温度を測定した。即ち表中に示す炭

化とは、黒色の炭化部分を生じた時間、フラッシュと

は瞬間的発炎（30秒以下）、着炎とは持続性の燃焼が

始まった時間、残炎とは6分30秒の加熱終了後試験



体上に残った炎が消滅するまでの時間、残じんとは火
気が全く消失するまでの時間を示している。
　加熱終了後の現象として変形（曲り、反り）及び亀
裂を取り上げてこれら諸現象から、綜合的にその防火
力を判定するため第1表のごとき基準を設定した。
　建設省告示 2543号に規定する判定条件としては、
（難燃3級）
  1，防火上著しく有害と認められる変形、破損、延
焼性の発炎等のないこと
  2，加熱面の裏面温度が 360℃を超えず、表面に
密着した木材に着火しないこと
  3，加熱終了後30秒以上の残炎、2分以上の火気

  のないこととされているが現在建設省で行っている建

　築材料防火性能調査会における認定試験要項（ 37年4

　月決定）に基いた合格のものは、第 1表 B項のもので

　ある。従って A 項は極めて優秀なものであり、C、

　D 項は夫々不合格のものである。

　　3．結　　果

　　実験結果及び第1表による判定結果は第 2、3、4

　表に示す如くである。尚、表中に示す結果の項○印

　は何れの項の3ケ平均も　B 以上の場合（合格）であ

　り、×印はこの値が C　以下（不合格の場合）である。





　4．総　　括

　一般に合板類は優れたものが多く、着炎残炎その他

共に良好であった。然し一部加熱中に表面の単板がふ

くれて剥離破裂し、この部分に早期着炎して好ましく

ない結果となるものもあった。ハードボード類は不良

なものが多く、原形をとどめぬ程燃え切るものもあっ

た。これは特に厚さに関係して薄いものは裏面まで貫

通着炎が起るので、ある程度以上の厚さが必要と考え

る。インシュレーションボード類に到っては、前掲諸

現象全ての点で不良であった。

　5．あとがき

　本実験の一部は第 11回林業技術研究発表会に於て

発表したものである。各社毎および夫々の材料により

処理薬剤、処理工法が異なっており、試料数から今回

はどのものが適切であるかを検討するには至らなかっ

たので全般的な性能をみるに止めた。薬剤および工法

の適否については今後の試験にまちたいと思う。

　尚、今回の試料を提供頂いた社名は次の通りであり

何れも昨年末の試料であるから、現在は品質のすぐ

れた材料が生産されていることを期待して止まない。

秋田木材、アダチ合板、昭和木材、天塩川木材、東北

テックス、トキワ合板、苫小牧林産加工、日本曹達、

日本ハードポード、新田ベニヤ、松岡木材

　　　　　　　　　　　－林指木材糖化研究室－


